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「第６２回日本放送協会放送文化賞」の贈呈 

 

 

 「第 62 回（平成 22 年度）日本放送協会放送文化賞」は、次の方々に贈呈すること

に決定した。<五十音順・敬称略> 
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この賞は、昭和 24 年度に放送開始 25 周年事業として創設したもので、放送事業の

発展、放送文化の向上に功績のあった方々に贈呈しており、これまでの受賞者は今回

の 7名をあわせると４００名となる。 

 受賞者の選考は、（当時の）今井副会長を委員長とする日本放送協会放送文化賞受

賞者選考委員会で行われ、これを受けて（当時の）福地会長が受賞者を決定した。 

なお、選考委員は以下の通り。 

部外選考委員 市川森一（作家・脚本家）、海老澤敏（尚美学園大学大学院特任教授）

大石芳野（フォトジャーナリスト）、末松安晴（国立情報学研究所顧問）、

高階秀爾（大原美術館館長）、宮尾登美子（作家）、山折哲雄（宗教

学者） 

部内選考委員 副会長ほか６名の役員 

 

 贈呈式は、3 月 22 日（火）の「第 86 回放送記念日記念式典」（午前 10 時～NHK ホ

ール）で実施する。また、受賞者には佐藤忠良氏製作のブロンズ像「ふたば」と副賞

50 万円を贈呈する。 

 なお、受賞者の部外発表は3月3日(木)の会長定例記者会見で行う予定である。 


